
― 

金
山
町
で
起
工
式

只
見
線
再
開
通
の
第
一
歩 

―

　

６
月
15
日
、
一
部
区
間
が
不
通

と
な
っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
復

旧
工
事
の
起
工
式
が
金
山
町
大
塩

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
会
津
17

市
町
村
の
首
長
や
Ｊ
Ｒ
東
日
本

（
以
下
、
J
R
東
）幹
部
、
工
事
関

係
者
な
ど
約
70
名
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

只
見
線
は
、
２
０
１
１
（
平
成

23
）
年
７
月
の
新
潟
・
福
島
豪
雨

の
影
響
に
よ
り
、
橋
梁
が
流
失
す

る
な
ど
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
金

山
町
の
会
津
川
口
駅
と
只
見
駅
間

の
27
・
６
キ
ロ
が
不
通
と
な
っ
て

い
ま
す
。豪
雨
災
害
に
よ
り
壊
れ

た
橋
梁
や
線
路
の
復
旧
を
進
め
、

２
０
２
１
年
度
中
の
運
行
開
始
を

目
指
し
ま
す
。

　

起
工
式
で
は
、主
催
者
を
代
表

歩
―

不
通

の
復

大
塩

津
17

日
本

事
関

ま
し

平
成

豪
雨

失
す

、
金

駅
間

な
っ
て

壊
れ

進
め
、

始
を

代
表

し
、Ｊ
Ｒ
東
の
石
川
明
彦
常
務
が

「
県
や
沿
線
自
治
体
と
連
携
し
、実

施
可
能
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
内
堀
雅

雄
知
事
が
「
只
見
線
は
地
域
の
宝

で
あ
り
福
島
の
宝
。日
本
一
の
地
方

創
生
路
線
と
な
る
よ
う
利
活
用
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。ま
た
、長
谷
川
盛
雄
金
山
町

長
は「
本
日
、
起
工
式
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
は
奥
会
津
地
方
の
住
人
の

一
人
と
し
て
感
無
量
で
す
。只
見
線

の
復
旧
が
全
国
の
ロ
ー
カ
ル
線
の

希
望
に
な
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、菅
家
町
長
の
ほ
か
、内

堀
知
事
、
長
谷
川
金
山
町
長
、
吉

田
栄
光
県
議
会
議
長
、
菅
家
一
郎

衆
院
議
員
な
ど
20
名
に
よ
る
く
わ

入
れ
が
行
わ
れ
、
工
事
の
安
全
を

祈
願
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
復
旧
工
事
始
ま
る

Ｊ
Ｒ
只
見
線「
起
工
式
」・「
改
正
鉄
道
軌
道
整
備
法
」



▲復旧工事の安全を祈願して出席者とともにくわ入れをする菅家町長
　（前列左から４人目）

▲これから工事が始まる第８只見川橋りょう
（寄岩）

▲只見線全線復旧の第一歩を喜んだ左から
小林昭一県議会議員、菅家町長、菅家一郎
衆議院議員、長谷川金山町長

▲復旧工事の安全を祈願して出席者とともにくわ入れをする菅家町長
　（前列左から４人目）

▲これから工事が始まる第８只見川橋りょう
（寄岩）

― 

会
津
川
口・
只
見
間
の

鉄
道
復
旧
工
事
の
内
容 

―

　

Ｊ
Ｒ
東
は
起
工
式
と
同
日
、不

通
区
間
の
会
津
川
口
・
只
見
駅
間

の
復
旧
工
事
を
開
始
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
に
よ
る
と
、復
旧
工
事
は

３
年
後
の
２
０
２
１
年
度
中
の
完

了
を
予
定
し
て
お
り
、橋
脚
な
ど

が
流
さ
れ
た
第
５
〜
７
只
見
川
橋

梁（
金
山
町
）で
は
橋
脚
や
橋
桁
の

復
旧
工
事
を
行
い
、第
８
只
見
川

橋
梁（
只
見
町
）で
は
橋
脚
の
補
強

な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。ま
た
、会

津
蒲
生
・
只
見
間
で
は
流
入
土
砂

の
撤
去
や
軌
道
・
信
号
通
信
ケ
ー

ブ
ル
な
ど
の
復
旧
工
事
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。工
事
完
了
後
は
数
ヵ

月
間
の
調
整
の
後
、運
行
を
再
開

し
ま
す
。

― 

黒
字
会
社
も
支
援

鉄
道
軌
道
整
備
法
改
正 

―

　

大
災
害
で
被
災
し
た
鉄
道
の
復

旧
支
援
を
拡
大
す
る
改
正
鉄
道

軌
道
整
備
法
が
同
日
、参
院
本
会

議
で
全
会
一
致
で
可
決
、成
立
と
な

り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
対
象
外

だ
っ
た
Ｊ
Ｒ
東
な
ど
黒
字
の
鉄
道

事
業
者
に
も
国
の
財
政
支
援
が
可

容
―

日
、不

駅
間

し
た
。

事
は

中
の
完

な
ど

川
橋

橋
桁
の

見
川

補
強

た
、会

土
砂

ケ
ー

定
さ

は
数
ヵ

再
開

正
―

道
の
復

鉄
道

本
会

と
な

象
外

鉄
道

が
可

能
と
な
り
、只
見
線
の
復
旧
費
の

地
元
負
担
は
半
減
す
る
見
通
し
と

な
り
ま
し
た
。補
助
率
は
復
旧
費

の
４
分
の
１
で
す
が
、県
が
路
線
や

駅
舎
な
ど
の
鉄
道
施
設
と
土
地
を

所
有
し
、Ｊ
Ｒ
東
が
車
両
の
運
行

を
担
う「
上
下
分
離
方
式
」を
採

用
す
る
只
見
線
は
特
例
で
３
分
の

１
と
な
り
ま
す
。Ｊ
Ｒ
東
と
県
は

只
見
線
の
復
旧
費
用
81
億
円
に
つ

い
て
、Ｊ
Ｒ
東
が
27
億
円
、残
る
54

億
円
を
県
と
会
津
地
方
17
市
町

村
が
負
担
す
る
内
容
で
合
意
し
て

い
ま
す
。改
正
法
に
よ
り
国
か
ら

27
億
円
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
た

め
、地
元
負
担
は
27
億
円
に
な
る

見
込
み
で
す
。

― 

今
後
の
課
題 

―

　

復
旧
後
は
、上
下
分
離
方
式
に

よ
る
年
間
約
２
億
１
千
万
円
に

上
る
維
持
管
理
費
を
、県
と
地
元

市
町
村
で
負
担
す
る
た
め
、財
源

確
保
や
利
用
客
の
増
加
な
ど
が
大

き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

県
や
地
元
市
町
村
で
は
連
携
を

図
り
、只
見
線
の
利
活
用
に
向
け

た
取
り
組
み
が
今
か
ら
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。


